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とする立場(過去説､         等)と､ この動詞形の本質的機能が､ ある場
合には過去時制として発現し､ 別の文脈では婉曲や反実仮想の仮定や他の種々










































































































( )      は ｢現在｣ を中核とする時制群である｡      に属する時制は
すべて､ ｢現在｣ の表す発話時点   に視点を置いて眺められた事態を述
べる｡
( )      は､ ｢半過去｣ を中核とする時制群である｡      に属する時




半過去 過去前未来             複合過去 未来           現在 前未来                (     )      (      )
( ) 視点を置くことができるのは､ 現在と半過去に限られる｡ その他の時
制は､ ｢基準点｣ にはなりえても､ 視点を置くことはできない｡
( ) 過去・現在・未来の三分法が定説となっているが､ 時制は            の二分法で考えるべきである｡ 未来は独立の     を形成しない｡
( )      を時間軸に沿って過去方向に平行移動すると      が得られ




( )      と      とは断絶している｡ ここで言う ｢断絶｣ とは､ 異な
る ｢世界｣ を構成しているという意味である｡ (     東郷     )
この説明には､ ｢視点｣ の定義や( )にある現在形と半過去形以外に視点を





















































































時制の ｢体系｣ が示差の体系であるとすれば､ 他の動詞形をも説明しうる､
より大きな射程をもつ原理の構築が今後の課題である｡
注
１) これらの用法では､ 半過去形よりむしろ現在形がより使用されることから､ ３人称主語の使
用こそが決定的で､ 動詞形は補助的な役割しか担っていないことが看取できる｡ ある仏語母語話者
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